
制作：東北文教大学・南山形地区創生プロジェクト委員会
（山形県「未来に伝える山形の宝」事業）

※地図上にあります。

〒990－2316 山形市片谷地515
☎023（688）2298　http://uzugusue.netj.jp/

自然・歴史
まるぐマップ

見どころポイント：探してみよう！どこかな？

沃野が広がる南山形
～氷河期から刻む２万年の歴史と恵みの里～

山形県「未来に伝える山形の宝」事業

☞

山形県「未来に伝える山形の宝」事業説明山形県「未来に伝える山形の宝」事業説明

※地図上にあります。

　南山形地区には、２万年以前の氷河期時代の「埋没林」
や、津金沢地区の県指定「大スギ」の巨木など、古くて豊かな
自然があります。また、縄文時代や弥生時代の遺跡、県指定
の谷柏古墳群もみられます。またこの地区は江戸時代は最上
川舟運と羽州街道の交通の要衝でもありました。先人たちの
積み上げてきた歴史や文化には実に奥深く味わい深いものが
あります。このような当地に根づく文化財（文化資源）を積極
活用した地域振興策を東北文教大学と南山形地区が共同実
践し、新しいかたちの地域連携を目指すことを目的として、平
成28年４月からこの事業を始めました。
　「自然・歴史まるぐマップ」の他に３つのコースの周遊ガイ
ド、DVDの制作、南山形再発見のための講座、谷柏田植踊の
復活などに取り組んでいます。

津金沢の大スギ津金沢の大スギ
※特別な許可を得て撮影しました※特別な許可を得て撮影しました

（束ねる）
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問い合わせ先：

松原宿には人馬の継立を行う
問屋と、街道を往来する大名
が上下２つの休憩する本陣が
おかれていた。参勤交代では、
秋田や新庄、鶴岡などの諸大
名が通行した。休憩の際に本
陣の前に掲げた宿札が保存さ
れている。

②下問屋跡

※②⑧現在は民家のため見学はできませんが、
   当時の様子をイメージしながら周遊ください。

羽 州 街 道
コース
①蔵王駅発着

移動時間 約30~60分
滞在時間 約60分
移動手段
徒歩・自転車

大名休憩の宿札

寛永5年武州久米川の曹洞宗
梅岩寺二世雲谷円龍和尚が当
地に下り開山し、松原山長秀
寺と称した。主たる檀家は黒
沢、松原である。境内には上
山藩医宇留野春庵の墓と、夜
あきの門及び西国三十三観音
がある。
見学 15分

③長秀寺
一里毎に塚を築き、交通の目安とした他、
松や榎を植えられ木陰が旅人の休み場所
となっていた。黒沢の一里塚は江戸日本橋
より91里にある。　　　　 ※一里＝約４㎞

⑦一里塚跡
上山から山形城下へ入る関所として
置かれていた。街道を通る紅花や青
苧、蝋、漆などの荷改めや荷口銭の
徴収、通行する人々の通判改めなど
の取り締まりが行われた。

渡辺家は成沢城主の家臣であったが、最上家改
易とともに帰農し、代々大庄屋役を務めた。家
屋と門や黒板塀のたたずまいは当時の面影を
伝えている。

⑧渡辺久右ェ門家

河川敷で芋煮会や
サイクリングなど
が楽しめる。

⑩須川
　河川敷公園

　　　

④松原番所跡

（約60分） （約30分）

しも とんや ちょうしゅう じ

ときわ

２万７千年前の寒冷な
時代に繁茂していた
針葉樹の埋没林。生き
た化石として川に残っ
ている。見学 20分

⑦氷河期の埋没林

かつて常盤橋はその形状から眼鏡橋と
呼ばれていた。明治11年ここを通った英
国人のイザベラバードは、「日本奥地紀
行」のなかに「最初に目にした近代日本の
堅固な建築」と感想を記している。右図は
当時の資料である。写真は現在のもの。

⑥イザベラ・バードの常盤橋（眼鏡橋）
東北文教大学の近く、田んぼの中にたっ
た一本の大杉が立っている。樹齢600年
ほど。かつては小松原－片谷地－下谷柏
を結ぶ出羽大道（でわおおみち）であっ
た。羽州街道ができる以前の道である。
晴れた日には、蔵王、月山などが見渡せ
る。見学 10分

⑨片谷地の一本スギいにしえの郷
コース
①蔵王駅発着

移動時間 約60分
滞在時間 約110分
移動手段 自動車

見学 10分②金井稲荷神社

①蔵王駅

見学 10分③片谷地の地蔵堂

1062年に源頼義が戦
勝を祈願したところから建立された。
祭神は戦の神とされる速玉男命。社
殿は江戸時代の元禄11年（1698年）
に焼失したことから正徳3年（1713
年）に再建された。春の祭礼では子供
神輿が町内を回り、夏の例祭では地
元の中学生により願い事を書いた絵
馬が奉納されている。    見学 10分

⑩甲箭神社

地区内で最も標高の高い
大日向山の山頂に、大正
2年（1913年）に創建さ
れた。火伏の神社として
信仰を集めている。社殿
の裏に大きな石があり、
割れ目から桜の木が生え
ている。神社創建の折、
お経を入れた壺「経筒」が
発見され、神社の宝物に
なっている。　見学 20分

⑪古峯神社・石割桜

⑤円龍寺
　宝徳3年（1451）、加賀国石川郡（現
石川県）金沢「専光寺」の僧了敬が、布教
のため片谷地の裏宿に草庵を結んだの
が草創である。その後現在地に移転さ
れ、現本堂は天明８年の再建である。欅
の老木が茂り、「神楽石」など七不思議
のある寺としても知られる。山門は釘を
全く用いぬ組立式楼門で、「慈恩寺大
工」によって建てられ総欅造りの伽藍
（がらん）である。
見学 15分

⑧念力寺

④地蔵寺
ベッキ

丘陵高崎山の緩い東斜面に点在する。古墳時代終末の７世
紀頃の典型的な群集墳で県指定史跡になっている。17基
の箱形石棺が発見
されている。山全
体の形がカエルの
背中ににているこ
とからベッキ山と
も呼ばれている。 
見学 10分

⑫高崎山/谷柏古墳群

慶安元年（1648）、越後国（現新潟県）の武
士を祖とし、のちの子孫で仏門に入った僧
秀存（しゅうそん）によって開山された。もと
は前明石にあったが下谷柏に移り、大洪水
のため現在の台谷柏に移転された。「まや
かし石」と呼ばれる伝説等も残る。

見学 ●●分

慶安元年（1648）、越後国（現新潟県）の武
士を祖とし、のちの子孫で仏門に入った僧
秀存によって開山された。もとは前明石に
あったが下谷柏に移り、大洪水のため現在
の台谷柏に移転された。「まやか石」と呼ば
れる伝説等も残る。　　　　　 見学 10分

髙橋由一石版画 「南村山郡吉原村新道ノ内酢川ニ架スル常磐橋ノ図」 
山形県立図書館蔵

（地蔵尊の別当寺：法印さま）
ほういん

えんりゅう

こう せん

ふる みね

ねんりき　じ

村の入り口に悪霊や災いが入り込まないよ
うに塞神（サイノカミ）を祀り祈願した場所/
文化１１年建築/市指定天然記念物エドヒガ
ンザクラの古木がある。
樹齢６５０年以上　見学 １０分

③オサヤジ・愛染神社

周囲21.6ｍ、高さ3.3ｍの巨石で
正面に蔵王山が見える。石の根元にオオカ
ミの巣穴があったといわれている。茂吉の
散歩コースでもあった。 見学 10分

⑤狼石

⑥ミュージアム・パーク　はらっぱ館／オキナグサ

自然・茂吉
コース
①蔵王駅発着

おおかみ

はらっぱ館は自由に利用で
きる。イベントも多数開催
している。絶滅危惧種指定
であるオキナグサを南山形
シンボルの花
として植栽し
ている。
見学・休憩
30分

大明神山にある社殿は、５回ほど遷座され、
現在の地に再建されたのは明治20年。祭神は
伊勢神宮を本社とする天照皇大神。蔵王山や
街並みが一望できるスポット。 見学 20分 

⑦松原神明神社 ⑨福田神社
黒沢村の守り神、参道は148段の石段がある。
春の例大祭、ほか年3回（4月・7月・9月の19日）
に県内唯一の「女人達での念仏講」が行われて
いる。神社境内は静寂に満ちて霊験あらたかな
雰囲気に満ちており心洗われる場所である。
見学 10分

あいせん

しんめい ふく  だ

移動時間 約50分
滞在時間 約120分
移動手段 自動車

④弥勒大菩薩と六地蔵

やんめ
⑧松原不動尊
（病目不動尊）
不動川が刻んだ渓
谷の急斜面にある
小堂。齋藤茂吉は
幼少の頃流行性の
結膜炎を患い母に
連れられここに参
詣した。歌碑あり。
見学 20分

熊野神社の御
神木で、樹高
約33ｍ、推定
樹齢1000年の
大木である。
県指定の天然
記念物。かつて
は雄杉もあっ
たが、現在は
雌杉のみ。学
生が10人で手
を繋いで囲む
ほどの大きさ
である。　
見学 ２０分

②津金沢の
　大スギ
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大スギ

本スギ

自然・茂吉コース

いにしえの郷コース

羽州街道コース

南山形グルメ情報

お
す
す
め
コ
ー
ス

①蔵王駅前 　→  ②津金沢の大杉　→  ③愛染神社　→  ④弥勒大菩薩　→  ⑤狼　石　→  ⑥はらっぱ館（オキナグサ）  →  ⑦松原神明神社　→  ⑧松原不動尊→  ⑨福田神社　→  ⑩蔵王駅前

①             → ②金井稲荷神社 →③　　　　→④地蔵寺 →⑤円龍寺 → ⑥                     →⑦           → ⑧念力寺 → ⑨　　　　→ ⑩甲箭神社→ ⑪　　　　  → ⑫谷柏古墳群→ ⑬蔵王駅前

①蔵王駅前 → ②下問屋跡 → ③長秀寺 → ④松原番所跡 → ⑤上問屋跡 → ⑥金井村役場跡 → ⑦一里塚跡 → ⑧渡辺久右エ門家→ ⑨くろさわ温泉 → ⑩須川河川敷公園 → ⑪蔵王駅前

　与右エ門亭 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10　ホワイトライス 　㐂むら 　久高食堂 　ESCARGOT（エスカルゴ） 　yosuga cafe 　シェ・ミオ 　MeatMeet
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き ひさたかよ　　 えもん

ちょうしゅうじ

しんめい ふく だおおかみいしみ  ろく だい  ぼ  さつ

ときわ

オプション：くろさわ温泉（栄の宿一陽館、悠湯の郷ゆさ、喜三郎、黒沢いこい荘）

蔵王駅前
 (キツネ坂) 

イザベラバードの
常盤橋（眼鏡橋）
（水天宮と常盤橋碑）

氷河期の
埋没林

片谷地の
地蔵堂

片谷地の
一本スギ

古峯神社・
石割桜 

　そば・ラーメン

営業時間
11：30～14：00
17：00～19：00
定休日　不定休

　
　　焼肉

営業時間
11：30～14：00
17：30～22：00
定休日　月曜日

　ラーメン・そば・
　うどん・定食

営業時間
11：00～14：00

     イタリアンカフェ・
     パン・洋菓子

営業時間 
パン・洋菓子  9：00～19：00
イタリアンカフェ 11：00～20：30

　RESTAURANT
　FRESH ＆ BAKED
営業時間
LUNCH  11：30～15：00
CAFE     15：00～17：00
DINNER 17：00～22：00
定休日　不定休

　カフェ・スウィーツ
   ローストビーフ丼・
　ローストビーフサンド
営業時間
11：30～18：00
（10月～３月は 17：00まで）
定休日　火・金曜日

　パスタ・カフェ

営業時間 11：00～18：00
　　　　（ランチ 11：30～14：30）
定休日 月曜日・火曜日
　　（12月下旬～４月上旬は冬季休業）

　ラーメン・定食
　スナック・カラオケ

営業時間
11：30～15：00
19：00～23：00
定休日　火・第３日曜日

　そば・ラーメン

営業時間
11：00～20：00
定休日　水曜日

　パン・
　洋菓子

営業時間
８：00～18：00
定休日　木曜日

（ミートミート）（ヨスガカフェ）
シベール・ファクトリー
　メゾン（CYBELE）

（20：00ラストオーダー） （臨時休業有）

　Cafe Baby Tears
（カフェ・ベビー・ティアーズ）

炭火焼肉

ランチ
ディナー

東北文教大学・南山形地区創生プロジェクト委員会
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谷柏古墳群・古峯神社に行
く場合は上谷柏生活改善
センターに駐車して移動。
※軽自動車であれば可
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シェ・ミオ

Meat
 Meet

Cafe Baby Tears

シベール・
  ファクトリー・メゾン
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喜三郎

孝女かん石碑

大風印刷
山形県観光物産会館 ぐっと山形

コンビニ

山形銀行

山形大学医学部

きらやか銀行

弘大清水跡

スーパーヤマザワ

氷河期の埋没林南部ホンダ（レンタサイクル）
片谷地公民館

常盤橋常盤橋

小笠原果樹園

蔵王駅西
駐在所

谷柏田植踊

姥神社

悠湯の郷
ゆさ

栄の宿
一陽館

家具工房
　　モク

柏木山古戦場跡

コストコ

石割桜
天平の寺跡

小笠原農園

歌人 斎藤茂吉生家

平成28年10月、谷柏
田植踊は20数年ぶり
に復活しました。

まるぐマップまるぐマップ
　このマップは、南山形地区の自然と歴史を巡る周遊コースを紹介しています。

マップの作成は、東北文教大学と南山形地区が一つにまとまり、共同作業をして

完成させたものです。「まるぐ」という言葉は「南山形ことば」で「束ねる」という意

味があります。その言葉の意味を活用させていただき、自然・歴史・人とのつながり

を束ねたものとして、まるぐマップという名称をつけました。

　このマップは、南山形地区の自然と歴史を巡る周遊コースを紹介しています。

マップの作成は、東北文教大学と南山形地区が一つにまとまり、共同作業をして

完成させたものです。「まるぐ」という言葉は「南山形ことば」で「束ねる」という意

味があります。その言葉の意味を活用させていただき、自然・歴史・人とのつながり

を束ねたものとして、まるぐマップという名称をつけました。

（束ねる）

山形県「未来に伝える山形の宝」事業




